
1 

 

2026年６月 29日 

各 位 

会 社 名 Umios株式会社 

代表者名 代表取締役社長執行役員 安田 大助 

 （コード：1333、東証プライム） 

問合せ先 経営企画部 部長役 近藤 康裕  

 （TEL．03-6833-0696） 

 

 

ペットフード事業の強化・拡大に向けた Pet World International Sdn. Bhd. 

の株式取得（特定子会社化）に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、ペットフード事業をコア事業と位置づけ、本格的に事業を強化・

拡大することを目的に、新設する持株会社を通じて、Pet World International Sdn. Bhd.（以下、「PWI」）

の発行済株式の 51％を取得（以下、「本株式取得」）することを決議いたしましたので、下記のとおりお

知らせいたします。なお、本株式取得によって PWIは当社の特定子会社となります。 

 

記 

 

１． 本株式取得の理由 

（１）取得の背景及び目的 

当社は創業以来、海を起点とした原料の持続可能な調達・加工を事業の根幹に置き、安全・安心な食品

の製造・品質保証・流通体制を構築しております。この事業基盤を競争優位の源泉として、当社グループ

は北米・欧州・日本を中心にペットフードの事業を展開・拡大してまいりました。 

世界のペットフード市場は 2032年にかけて年率５～７％の成長が予測されており、中でもアジア市場

は CAGR約８％と、中間所得層の拡大とペット飼育率の上昇を背景に、最も高い成長ポテンシャルを有す

る地域として位置づけられております。 

こうした市場環境を踏まえて、さらなるペットフード事業拡大を目指し、マレーシア市場において圧倒

的なブランド力を有する PWI の株式を取得し、アジアでのグローカル戦略を加速させることを決定いた

しました。 

 

（２）取得による成長戦略 

 PWIはマレーシアにおける犬・猫向けペットフード市場でシェア第 2位であり、マレーシアを中心に東

南アジア全域で事業を展開しております。価格訴求品から高栄養・高機能品まで幅広く対応できる加工技

術力を強みとし、特にドライフードの分野で高い競争力を有しております。従来ウェットフードに特化し

てきた当社グループは、本株式取得を通じて、ドライ・ウェット双方を網羅する体制を構築し、販売網の

統合活用、商品ポートフォリオの再編、研究開発機能の連携、投資・資源配分における最適化を推進して

まいります。 

本株式取得により、当社グループのペットフード事業は、中期経営計画の最終年度（2028 年３月期）

を以て営業利益約 100億円、ROIC約 18％となる見込みであり、高い収益性と資本効率を実現いたします。

また、水産資源セグメントが有する調達原料を本事業へ展開し、川上から川下への一気通貫型ビジネスモ

デルを構築していくことで、グループ全体での収益性向上を図ってまいります。 

ペットとペットオーナーの幸せに寄与するペットフード事業を本格的にコア事業と位置づけ、積極的

な成長投資を継続実行することで、当社グループの企業価値の最大化に貢献してまいります。 
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２．取得する子会社（PWI）の概要 

（１） 名 称 Pet World International Sdn. Bhd. 

（２） 所 在 地 
No.6, Jalan Pahat 16/8A Section 16 Shah Alam Selangor, 

40200, Malaysia 

（３） 代表者の役職・氏名 Choy Peng Yew, CEO 

（４） 事 業 内 容 
Pet World International グループ（主にペットケア製品の製

造・販売、及びその他販売業）の持株会社 

（５） 資 本 金 80.87百万マレーシアリンギット（約 3,242百万円） 

（６） 設 立 年 月 日 2018年 10月 8日 

（７） 
大株主及び持株比率 

(2026 年 5 月 31 日現在) 
Wah Kong Corporation Sdn. Bhd.  51％  

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

（９） 最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2025年９月期 2024年９月期 2023年９月期 

 連 結 純 資 産 3,874百万円 3,093百万円 2,736百万円 

 連 結 総 資 産 7,202百万円 6,318百万円 5,560百万円 

 １株当たり連結純資産 248.99円 198.80円 175.88円 

 連 結 売 上 高 12,377百万円 10,360百万円 9,987百万円 

 連 結 営 業 利 益 1,186百万円 679百万円 912百万円 

 連 結 経 常 利 益 1,131百万円 615百万円 842百万円 

 
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
956百万円 518百万円 559百万円 

 １株当たり連結当期純利益 61.43円 33.29円 35.95円 

（注）2026年２月末レート換算 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 名 称 Wah Kong Corporation Sdn. Bhd.  

（２） 所 在 地 
No.6, Jalan Pahat 16/8A Section 16 Shah Alam Selangor, 

40200, Malaysia 

（３） 代表者の役職・氏名 Choy Peng Yew, Director 

（４） 事 業 内 容 ペットケア領域をはじめとする製品の製造・販売・流通 

（５） 設 立 年 月 日 1987年１月 22日 

（６） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 
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４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

0株 

（議決権の数：0個） 

（議決権所有割合：0.00％） 

（２） 取 得 株 式 数 
7,934,675株 

（議決権の数：7,934,675個） 

（３） 取 得 価 額 約 11,400百万円 

（４） 異動後の所有株式数 

7,934,675株 

（議決権の数：7,934,675個） 

（議決権所有割合：51.00％） 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2026年６月 29日 

（２） 契 約 締 結 日 2026年７月 16日（予定） 

（３） 株 式 取 得 実 行 日 2026年９月（予定） 

 

６．今後の見通し 

PWIは 2027年３月期第２四半期より当社の連結子会社となる予定です。本件による業績影響は現在精

査中でありますが、影響は軽微であると見込んでおります。 

 

以上 
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Umios 株式会社

（参考資料）
ペットフード事業における今後の展開

2026年6月29日
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ペットとペットオーナーの幸せに寄与する

ペットフード事業をさらなる成長事業へ

2
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ペットフード事業基盤と競争優位の源泉
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• 創業146年で培った調達力と加工技術力により、ペットフード事業の基盤構築。市場環境の変化を捉え成長を加速

加工技術力

2026年

ペットフード事業参入

海外事業への資本参加
（当時は主にヒト向け缶詰製造）

ポートフォリオ強化2014年～

(海外）
ペットフード事業への集中・強化2007年

(国内）
健康訴求品の展開

ペットフード事業の変遷

1970年

1990年

漁船段階まで遡ったサプライチェーンの
労働環境管理を推進し、顧客の信頼・需
要を獲得

グローバルな調達力

水産物、DHAなどの原料をはじめとする

創業146年の蓄積された

売上高

営業利益

2025202020152010

コロナ禍でペット飼育頭数増加 

ペットフード市場も急成長

ペットの家族化により、プレミアムフードの需要が拡大

健康をサポートするプレミアムフードに
いち早く参入し、事業基盤を構築
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ペットフード事業の基盤強化
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成長戦略

• 世界最大の成長市場であるアジアでのポートフォリオ強化を目的に、積極的に成長投資を実行していく

24年3月期 25年3月期 26年3月期 27年3月期 28年3月期

営業利益 約100億円   ROIC 約18%

中計最終年度目標

アジアでのグローカル戦略の加速

積極的な成長投資

• アジアのポートフォリオ強化に加え、既存事業・設備も増強
する計画

• 水産資源セグメントの調達力を活用したバリューチェーン強化

• DHAによる腎機能配慮型フードをはじめとした応用研究の

深化により、ペットの健康寿命を支える

Umiosグループ内での連携強化

• 猫向けウェットフードを主軸とする既存事業に、犬・猫向け
ドライフードを強みとするPet World International（PWI）を
迎えることで、猫/犬×ウェット/ドライの全方位での商品提
供体制を確立

（中計最終年度）
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取得前イメージ
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- 日本を中心に東アジアに展開  

- 健康訴求品の市場をけん引

ウェットフード

日本シェア第３位

猫 ウェット

シーパック

- 主に北米と欧州向けにプレミアムフードをOEM製造

- 持続可能な調達/生産体制を確立

- 22年対比で売上高成長率+35％

• 猫向けウェットフードが主軸
• 北米/欧州と東アジア向けに展開

生産拠点

猫 ウェット

東アジア

北米欧州
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シーパック

取得後イメージ（アジアでのグローカル戦略の加速）

• 最大成長市場であるアジアで、未参入だった東南アジアでの事業開始
• 犬×ドライフードのポートフォリオ拡充により、既存事業でもドライフード進出を図る

- マレーシア含む東南アジア向け
- 価格訴求品から高栄養・高機能品まで網羅する加工技術力

シェア 17％シェア 35％
マレーシア国内シェア第2位

ドライ

犬 ドライ猫 ウェット

猫 ウェット

猫 ウェット

東南アジア

東アジア

犬
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過去売上高推移

Pet World International について

20年9月期 21年9月期 22年9月期 23年9月期 24年9月期 25年9月期

＋86 %

短期間での高成長を実現

PWI社の特長

マーケットシェアに繋がる強み

東南アジアに広がる販売網

多様な商品体系

• マレーシアで唯一、BRC認証（EU基準）を取得したペットフード製
造工場

• マレーシアのペットフードシェア第2位※ （ローカル企業では第1位）。
ブランド優位性により、高利益率を実現

• マレーシアでリアル店舗（スーパー、ペットショップ、コンビニなど
10,000店舗以上）＋自社ECでの販売網を確立

• 東南アジア全域で事業展開中、更なる事業拡大に取り組む

• 価格訴求品からプレミアム品まで全カテゴリを網羅

※出典：NielsenIQ（2025年1月～6月、数量ベース）

マネジメントのリーダーシップ

コロナ禍の物流停滞時に自社工場を立ち上げ、高成長を実
現。ペットの栄養・健康向上を追究した研究開発を推進し
ている。公認会計士。愛犬家。

Choy Peng Yew 氏

7
※出典：NielsenIQ（2025年1月～6月、数量ベース）
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本株式取得の概要
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取引概要

企業名 Pet World International Sdn. Bhd.（PWI）

本社所在地 Shah Alam, Selangor, Malaysia

代表者 Choy Peng Yew, CEO

設立年月日
2018年10月8日
（ペットフード事業は同社子会社Pet World 
Nutritions Sdn. Bhd.で2004年開始）

従業員数 350名（2025年12月時点）

株主構成 Wah Kong Corporation Sdn. Bhd. 51％

連結売上高※1 124億円（2025年9月期）

売上高CAGR※2 11.3%

• 本件は成長市場における戦略投資であり、同業比較に照らし合理的な水準

※1   2026年２月末レート換算
※2   2023年9月期vs2025年9月期

株式取得の相手先の概要

企業名 Wah Kong Corporation Sdn. Bhd. 

代表者 Choy Peng Yew, Director

設立年月日 1987年1月22日

事業内容
ペットケア領域をはじめとする製品の製造・
販売・流通

取得比率 51％

取得価額※1 約114億円

取得実行日 2026年9月（予定）

取得する子会社の概要
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（参考）ペットフード領域における中長期的な成長ポテンシャル
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2024年 2032年

その他

アジア太平洋

北米

約1,883億USドル

約3,298億USドル

ペットフード市場規模推移

44.5%

44.2%

17.6%

18.1%

• 栄養補助食品などのペットのヘルスケア分野に大きな注目が
集まる

• アジア太平洋地域ではペットフードの高付加価値化が進行し、
2032年までに単価が約68％（CAGR 約6.7％）上昇する見込み

• タイの製造拠点をハブに、拡大する国内需要を確実に取り込
みながら、日本・台湾・新興ASEAN市場へのコスト競争力の
ある輸出体制を同時に確立可能

• タイは有利な貿易協定と高い製造品質を背景に、ペットフード
輸出で世界第3位に成長するポテンシャルを有しており、グ
ローバル供給拠点としての地位向上が見込まれる

• フィリピン（CAGR 9.96%）やタイ（CAGR 10.27%）といった
高成長市場においては、現時点での参入により将来のプレミ
アム消費層を早期に取り込むことが可能であり、中長期的な
収益拡大の基盤となる

（アジア市場：CAGR 約8%）

アジア市場の環境

出典：Mordor Intelligence「Global Pet Food Market 6」

• ペット人口の増加と「ペットの家族化」トレンドにより市場規模は拡大予測

世界市場：CAGR 約5~7%
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Thank You

【資料のお問い合わせ先】

Umios株式会社 経営企画部IRグループ
ir-info@umios.com

• 当資料に記載されております計画や見通し、戦略など歴史的事実でないものは将来の業績に関する見
通しであり、これらは現時点で入手できる情報から得られた判断にもとづいております。実際の業績
は様々な重要要素により、これらの見通しとは異なる結果をもたらしうることをご承知おきください。

• 本資料には監査を受けていない概算値を含むため、数値が変更になる可能性があります。
• 本資料の著作権やその他本書にかかる一切の権利はUmios株式会社に属します。

mailto:ir-info@umios.com
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